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北海道大学哲学会 f哲学j45号 (2∞9年2月)

責
任
と
応
答
l

i
実
存
論
的
分
析
論
の
倫
理
的
射
軽
を
再
検
討
す
る
|
|

多

田

圭

介

は
じ
め
に

ハ
イ
デ
ツ
ガ
!
の
哲
学
に
は
倫
理
学
が
な
い
、
と
い
っ
た
よ
う
な
指
摘
が
し
ば
し
ば
開
か
れ
る
。
『
存
在
と
時
間
」
公
刊
以
降
、
レ
ー

ヴ
ィ
ッ
ト
を
曙
矢
と
す
る
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
現
在
ま
で
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
他
方
で
、

ハ
イ
デ
ツ
ガ

l
の
哲
学
に
積
極

日ヲ今、d

的
に
倫
理
学
を
見
出
そ
う
と
す
る
試
み
の
多
く
も
、
解
釈
の
一
剖
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
テ
ク
ス
ト
を
逸
脱
す
る
再
構

成
に
陥
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
批
判
の
多
く
は
、
「
本
来
的
自
己
」
に
集
中
し
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ツ
ガ

i
は
、
本
来
的
自
己
は
他
者
と

「
没
交
渉
(
ロ
ロ
宮
島
市
川
ロ
ロ
ゲ
)
」
に
の
み
可
龍
で
あ
る
、
と
述
べ
た
向
じ
節
の
内
で
、
本
来
的
自
己
は
他
者
と
の
本
来
的
共
存
在
へ
自
己

を
「
突
き
動
か
す
(
由
吉
田
O
ロ
ご
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
解
釈
上
の
混
乱
を
生
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
表
明
さ

れ
た
い
ず
れ
の
立
場
も
、
管
見
に
入
る
限
り
は
、
「
存
在
と
時
間
』
の
主
眼
、
問
題
設
定
を
飛
び
越
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
も
そ
も

ハ
イ
デ
ツ
ガ

l
は
、
倫
理
学
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。
存
在
論
と
倫
理
学
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。
「
存

在
と
時
間
」
に
お
け
る
実
存
論
的
分
析
論
は
、
倫
理
的
内
容
を
含
む
の
か
、
含
む
と
す
れ
ば
実
存
論
的
分
析
論
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

る
の
か
。
本
発
表
の
呂
的
は
、
ま
ず
こ
れ
ら
議
論
の
前
提
と
な
る
問
題
に
見
通
し
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
本
来
的
自
己
の

他
者
と
の
「
没
交
渉
」
か
つ
本
来
的
「
共
存
在
」
と
は
い
か
な
る
事
態
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
私
の
見
解
を
一
不
す
こ



と
で
あ
る
。
扱
う
テ
ク
ス
ト
は
、
『
存
在
と
時
間
』
及
び
必
要
な
限
り
の
同
時
期
の
講
義
に
隈
定
す
る
。

さ
し
あ
た
り
、
私
の
主
張
を
述
べ
る
な
ら
以
下
の

2
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、

ハ
イ
デ
ツ
ガ

i
は
、
し
ば
し
ば
本
来
性

非
本
来
性
は
じ
め
実
存
論
的
諸
概
念
に
関
し
て
、
倫
理
的
な
意
味
で
は
な
い
、
と
断
っ
て
い
る
。
そ
の
際
の
「
倫
理
的
」
と
い
う
一
言
葉
遣

い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
「
理
論
的
」
と
「
実
践
的
」
と
に
あ
ら
か
じ
め
領
域
区
分
さ
れ
た
よ
う
な
倫
理
で
は
な
い
、

と
い
う
意
味
で
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

よ
り
広
く
一
一
一
日
う
な
ら
、

ギ
リ
シ
ャ
以
来
、

「
論
理
学
」
、
「
倫
理
学
」
と
諸
学
が
分
類

本
発
表
の
意
閣
に
近
付
け
て
一
一
一
一
口
う
な
ら
、
道
徳
的
規
範
の
実
質

「
自
然
学
」
、

さ
れ
た
内
の
倫
理
学
の
よ
う
な
意
味
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

的
原
理
を
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
よ
う
な
倫
理
で
は
な
い
、

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
に
、

「
存
在
一
般
の
意
味
へ
の
間

い
」
と
は
、
「
実
存
(
出
民
団
窓
口
N
)

」
と
「
事
物
的
存
在
性
(
〈
S
F
m
E島
S
Z
E」
と
の
根
本
庄
別
と
そ
の
統
一
へ
の
向
い
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
実
存
と
事
物
的
存
在
性
と
の
区
別
を
遂
行
す
る
こ
と
の
内
に
同
時
に
含
ま
れ
て
い
る
限
り
の
実
存
の
本
質
へ
の
開
い
の
み
が

問
題
と
な
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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「
存
在
と
時
間
』
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
起
源
を
語
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
ギ
リ
シ
ャ
以
来
、
我
々
の
生
を
規
定
す
る
に
至
っ
た
、
哲
学

的
根
本
諸
概
念
の
起
源
を
語
っ
て
い
る
。
こ
の
根
本
諸
概
念
に
は
、
当
然
「
理
論
」
と
「
実
践
」
と
い
う
区
別
も
含
ま
れ
る
。
ハ
イ
デ
ツ

ガ
i
は
、
実
存
論
的
分
析
論
の
内
に
「
理
論
」
と
「
実
践
」
と
い
う
個
別
的
な
諸
領
域
に
分
か
れ
る
以
前
の
起
源
を
求
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
の
か
ぎ
り
、
実
存
論
的
分
析
論
を
遂
行
す
る
こ
と
の
そ
の
内
に
、
な
ぜ
我
々
が
当
為
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
関
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
の
ハ
イ
デ
ツ
ガ
ー
か
ら
の
回
答
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
存
在
と

時
間
』
に
お
け
る
実
存
論
的
分
析
論
は
、
「
理
論
に
対
す
る
実
践
の
優
位
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
」
(
∞

N
L
S
)
。
ま
た
「
世
界
内
存

在
」
が
現
存
在
の
「
根
本
体
制

(
C
Eロ島
41
∞円内吉田
5Mm)
」
で
あ
る
以

t
、
レ
ヴ
イ
ナ
ス
が
一
言
う
よ
う
な
、

直
接
的
な
他
者
で
あ
る
「
絶
対
的
地
」
と
し
て
の
「
顔
写
山
田
品
。
)
」
の
顕
現
を
語
る
可
能
性
は
、
は
じ
め
か
ら
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
ハ

イ
デ
ツ
ガ

i
は
第
一
哲
学
と
い
う
意
味
で
の
「
存
在
論
」
と
「
倫
理
学
」
と
の
関
係
を
問
い
直
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
倫
理
学
は

い
か
な
る
地
平
も
介
さ
な
い



「
実
践
的
な
も
の
」
に
関
わ
る
か
、
ぎ
り
「
理
論
的
」
な
思
惟
と
は
区
別
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
倫
理
的
」
領
域
を
「
理
論
的
」
な

「知」

の
成
立
と
い
う
次
元
か
ら
構
成
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
倫
理
学
は
常
識
的
な
道
徳
的
知
見
の
独
断
的
先
置
な

し
に
は
成
立
し
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ハ
イ
デ
ツ
ガ

l
は
、
「
理
論
も
実
践
も
、
そ
の
存
在
が
気
遣
い

(∞
c
a
o
)
と
し
て
規
定
さ

れ
ざ
る
を
え
な
い
存
在
者
の
存
在
の
可
龍
性
で
あ
る
」

Sσ
仏
・
)
と
言
う
。
そ
の
と
き
ハ
イ
デ
ツ
ガ

i
は
、
こ
の
課
題
に
答
え
よ
う
と
し

て
い
る
。

以
下
の
本
論
は
、
二
つ
の
章
に
分
か
れ
る
。
第
一
章
で
は
、
『
存
在
と
時
間
』
第
一
部
二
編
第
二
章
か
ら
、
第
四
叩
節
を
扱
い
、
「
∞
ロ
ゲ
己
丘

と
い
う
概
念
を
考
察
す
る
。
通
常
、
「
負
い
自
」
、
「
責
め
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
こ
の
一
一
一
一
口
葉
は
、
テ
ク
ス
ト
に
従
い
よ
り
麓
極
的
に
「
責
任
」

と
の
両
義
性
に
お
い
て
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
来
的
自
己
と
は
、
道
徳
的
規
範
を
自
分
で
立
て
、
自
分
で
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
よ
っ

て
「
責
任
あ
る
も
の

(
4
0
3
H
凶
言
。
ユ
ロ
岳
)
と
し
て
存
在
し
得
る
」
(
∞
N

一N
∞
∞
)
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
頚
落
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の
様
態
で
あ
る
「
存
在
免
責

a
aロ
moEzaロ
ロ
拘
)
」
と
の
対
比
に
お
い
て
論
じ
る
。
第
二
章
で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
責
任
あ
る
も
の
」

た
る
本
来
的
自
己
に
と
っ
て
、
他
者
は
い
か
な
る
相
貌
を
見
せ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
察
す
る
。
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
「
存
在

一
般
の
意
味
へ
の
開
い
」
と
は
、
「
実
存
(
出
丘
団
言
語
)
」
と
「
事
物
的
存
在
性
(
〈
。
吋

E
E
S
Z詐
)
」
と
の
根
本
一
区
別
と
そ
の
統
一
J¥ 

の
間
い
で
あ
る
。
そ
の
実
存
の
存
在
は
「
気
遣
い

(ω
ミ
問
。
)
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
目
的
で
あ
る
も
の

(
合
問
者
。
E
H
H
H
名
目
。
ロ
)
」
と
い

う
性
格
を
持
つ
。
こ
の
「
目
的
で
あ
る
も
の

(君。
E
B
4
1
-
H
S
)
」
と
カ
ン
ト
の
「
目
的
自
体
記
者
onwω
ロ回目白
V
2
5
2
)
」
と
の
関
係

を
論
じ
る
。
そ
こ
に
は
、

ハP
寸
「
ア
ツ

ガ
!
の
構
想
の
一
端
が
見
出
さ
れ
る
。
道
徳
的
規
範
を
自
ら
立
て
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
お
い
て
他
者
と
の
い
か
な
る
応
答
が
見
ら
れ
る

カ
ン
ト
倫
理
学
に
お
け
る
定
言
命
法
第
二
方
式
を
実
存
論
的
構
造
の
内
に
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
た
、

か
。
「
存
在
と
時
間
』
第
一
部
一
編
第
四
章
で
扱
わ
れ
た
日
常
性
に
お
け
る
複
数
形
で
語
ら
れ
先
行
的
に
理
解
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
限
り

の
「
他
者
た
ち
」
と
は
、
違
っ
た
相
貌
を
見
せ
る
だ
ろ
う
。



第
一
章

∞o-dEa
を
解
釈
す
る
1

1

1

責
任
あ
る
自
己
と
し
て
の
本
来
的
実
存
ー
ー

「
存
在
と
時
間
』

の
第
弘
節
で
は
、
同
書
第
一
部
二
編
第
二
章
全
体
の
概
要
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
な
一
文
が
あ

る。

「口。吋

C
O当時国由。ロ田
H
J
H

同，

F
E
(ゲ
ロ
の
炉
問
mwHao司
会
話
〉
ロ
ー
に
ひ
仏
⑦
問
。
虫
色
ロ
回
目
民
間
企
D
O仲
間
。
ロ
∞
吉
田
∞
O
H
Z
Z
2ロ
日
向
。
ロ
ロ
∞
ロ
自
民

門
凶
器
吉
弘
号
君
。
仲
田
⑦
門
同

g
b

足、Nh》
E
g
a
m
g田
宮
口
切
口
『
巳
佐
官
O
H

ロ・」(間山旧日一
m
g
m
w
)

こ
の
中
の
「
宮
島

2
4ぐ
2
8
門同
gbNhHYNh》

N
g
g
o仲
間
判
。
ロ
由
窓
口
∞
ロ
ゲ
己
任
問
由
。
山
口
」
を
、
各
邦
訳
者
一
回
は
以
下
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

辻
村
公
了
訳
一
「
最
も
自
己
的
な
〈
仕
方
で
〉
負
い
目
を
負
つ
で
あ
る
こ
と
へ
呼
び
起
こ
す
と
い
う
仕
方
で
」

細
谷
貞
雄
訳
一
「
ひ
と
ご
と
で
な
い
負
い
目
あ
る
存
在
へ
と
呼
び
起
こ
す
と
い
う
」

原
祐
・
渡
謹
二
郎
訳
一
「
最
も
屈
有
な
責
め
あ
る
存
在
へ
と
呼
び
さ
ま
す
と
い
う
仕
方
に
お
い
て
」

42-

一
般
的
に
「

F
Y己
任
問
白
色
ロ
」
に
お
け
る
「

F
Y己
任
問
E

」
は
、
「
負
い
目
」
な
い
し
「
責
め
」
と
訳
さ
れ
る
。
本
章
は
、

『
存
在
と
時
間
」
第
臼
節
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
現
存
在
の
「
被
投
的
金
投
」
の
両
義
性
に
鑑
み
、
こ
の

ω岳
己
弘
、
町
山
岳
己
門
同
仲
間
刊
と
い

う
言
葉
遣
い
が
、
「
負
い
目
」
な
い
し
「
責
め
」
と
、
さ
ら
に
「
責
任
」
と
の
両
義
性
に
お
い
て
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

ハ
イ
デ
ツ
ガ

i
は
吋
存
在
と
時
間
』
第
関
節
の
冒
頭
部
で
、

m
w
y巳
仏
と
い
う
一
一
一
一
口
葉
の
我
々
が
臼
常
的
に
使
っ
て
い
る
「
通
俗
的
意
義

(
4
己
官
吋
の
∞

&
2
5ロ
mg)
」
を
以
下
の
よ
う
に
二
つ
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
は
「
・
:
に
借
り
が
あ
る
こ
と
(
∞
岳
己
門
同

S
F与
。
ロ

σ包:・)」、

こ
の
よ
、
つ
に
、



も
う
一
つ
は
「
:
・
に
責
任
が
あ
る
こ
と
(
回
忌
己
仏
げ
与
。
ロ

ωロ)」(∞
N

ゐ
∞
N
)

で
あ
る
。
こ
こ
で
「
:
・
に
責
任
が
あ
る
こ
と
」
が
、
「
通
俗

的
意
義
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
:
・
に
責
任
が
あ
る
こ
と
」
が
∞
岳
己
仏
の
た
ん
に
「
通
俗
的
意
義
」
に
す
、
ぎ
な
い
、
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
我
々
が
日
常
、
「
直
前
的

(g岳
山
口
宏
ロ
)
」
な
事
柄
へ
の
「
責
任
」
を
問
い
、
間
わ
れ
つ
つ
存
在
し
て

い
る
こ
と
は
、
実
存
論
的
な
範
障
と
し
て
の
∞
岳
己
島
に
根
拠
を
持
つ
。
よ
っ
て
ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
は
「
他
者
た
ち
と
の
配
慮
的
共
同
存
在
に

関
係
づ
け
ら
れ
て
い
た
通
俗
的
な

F
V己
門
ぜ

E
5
5
8
0
が
脱
落
す
る

(QS守
NNS)」
ま
で
「
形
式
化

(F25-仲
間
芯
三
)
」
(
∞

N
h∞
ω)

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
こ
の
「
形
式
化
」
と
は
、

mrv巳
仏
を
実
存
論
的
な
範
醇
と
し
て
示
す
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
∞
ロ
ゲ
己
仏

の
通
俗
的
意
義
を
そ
の
実
存
論
的
な
範
障
に
根
拠
を
も
つ
も
の
と
し
て
一
不
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
形
式
化
」
さ
れ
た
「
田
岳
己
任
問
の

野
口
H
U
Z
田
∞
⑦
山
口
)

(
C
Eロ
礼
的

SH
町宮間
1
N
q
N
忌
丘
町
，

P
た
)
」
(
与
門
戸
)
と
述
べ
る
。
現
存
在
の
開
示
性
を
構
成
す
る
、
被
投
・
金
投
・
頚
落
の
三
契
機
が
、
「
無
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
」
、
「
無
な

形
式
的
実
存
論
的
理
念
」
(
0
σ

門
戸
)
を
ハ
イ
デ
ツ
ガ

i
は
、
「
或
る
無
い
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
存
在
(
包
ロ

(の

E
ロ
岳
民
ロ
)
」
、
「
或
る
無
な
る
こ
と
の
根
拠
で
あ
る
こ
と

門戸HH
司ロ山戸

O
H

ロ

Z
品ログ什

σ
。∞s

の
根
拠
で
あ
る
こ
と
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る
こ
と
」
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
議
論
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
さ
し
あ
た
り
、
切
岳
己
島
の
両
義
性
の
内
、
「
負
い

百
」
の
意
味
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
ま
問
題
で
あ
る
の
は
「
根
拠
で
あ
る
こ
と
」

で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、

ハ
イ
デ
ツ
ガ

l
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
由
ロ
ゲ
己
門
凶
仲
間
判
と
い
う
理
念
の
内
に
は
、
:
・
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
こ
と

(
田
ロ
ゲ
己
島
町
内
争
O
H
H
m
w
主
と
し
て
の
∞
ロ
ゲ
己
ふ
概
念
の
内
に

無
差
別
的
に
(
宮
仕
吟

2
8仲
)
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
・
:
の
根
拠
で
あ
る
こ
と

(
島
知
由
。

E
ロ
門
凶
器
ぽ
訟
司
:
・
)
が
属
し

て
い
る
o
」(。
σ仏・)

こ
の
よ
う
に
、
日
常
性
に
お
け
る
無
差
別
的
に

(
E
e
R
2
0
5
)
表
現
さ
れ
た
「
・
:
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
こ
と
」
と
は
、
「
形
式
的



実
存
論
的
」
に
は
「
根
拠
で
あ
る
こ
と
」
に
基
づ
く
。
∞
岳
己
仏
の
「
形
式
的
実
存
論
的
」
意
義
と
し
て
の
「
根
拠
で
あ
る
こ
と
」
と
は

ハ
イ
デ
ツ
ガ
!
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

ど
の
よ
う
な
事
態
を
指
示
す
る
の
か
。

「
現
存
在
は
根
拠
の
重
み
(
切
各
省
向
。
)
の
内
に
根
ざ
し
て
お
り
、
こ
の
重
み
を
気
分
(
翌
日
ヨ
ヨ
ロ
ロ
肉
)
は
現
存
在
に
重
荷

(
F
虫
色

と
し
て
あ
ら
わ
に
す
る

(。

R
g
g吋
5
2
Z
)」
(
ω
N
一日山∞仏)

「
根
拠
で
あ
る
こ
と
」
は
、
現
存
在
に
「
重
荷

(
F
Eけ
と
と
し
て
あ
ら
わ
に
さ
れ
る
。
こ
の
「
重
荷
」
と
は
な
に
か
。
我
々
は
『
存

在
と
時
間
』
第
一
部
一
一
編
第
四
章
に
お
け
る
「
世
人
(
母
由

民
山
口
)
」

の
分
析
の
内
に
、
用
語
的
に
も
内
容
的
に
も
呼
応
す
る
議
論
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で
第
幻
節
の
議
論
を
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。

-44-

「
存
在
と
時
間
』
第
幻
節
に
お
い
て
、
「
世
人
(
含
∞
冨
自
)
」
は
「
懸
隔
性
(
〉
山
嵐
広
口
門
凶
仲
間
宮
体
)
」
、
「
隷
属
(
切
三
宮
島
仲
間
宮
山
仲
)
」
、
「
平

均
性

(U5ロ
7
2
v
E
E片
y
w
o詳
)
」
、
「
公
共
性
志
向
砂
丘
ロ
ロ
ゲ
宮
詐
)
」
と
い
う
性
格
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
「
懸
隔
性
」
に
お
い
て
「
地
者

と
の
差
異
」
を
気
遣
い
、
「
隷
属
」
に
お
い
て
「
他
者
の
意
向
が
現
存
在
の
存
在
可
能
を
意
の
ま
ま
に
し
」
、
「
平
均
性
」
に
お
い
て
「
当

然
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
妥
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
り
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
」

の
内
で
「
あ
ら
ゆ
る
出
し
ゃ
ば
っ
て
く
る

例
外
を
監
視
」
し
、
「
公
共
性
」
に
お
い
て
「
差
し
あ
た
っ
て
す
べ
て
の
世
界
解
釈
と
現
存
在
解
釈
を
規
整
し
て
お
り
ま
っ
た
く
正
当
で

あ
る
と
言
い
張
る
」
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
様
態
に
お
い
て
「
役
人
」
は
「
存
在
免
責

(
m
a
E
S仔
5
2ロ
m)」
(
∞
N

一
足
合
同
)
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
こ
の
「
存
在
免
責
」
と
は
、
「
世
人
が
す
べ
て
の
判
断
と
決
断
と
を
前
渡
し
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
「
世
人
が
そ
の
つ

ど
の
現
存
在
か
ら
責
任
を
取
り
除
い
て
や
る
」
(
⑦
ず
門
戸
)
こ
と
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
第
四
川
節
に
お
い
て
、
「
役
人
が
、

[
略
〕
公
共
的

規
範
(
。
吟
。

EH片山
g
Z
2
5
)
の
充
足
(
の
ゆ
ロ
佐
官
ロ
)

-
非
充
足
(
口
HMm円
g
c
m刊
の
ロ
)
し
か
し
ら
な
い
」

(
m
N
一N
∞
∞
)
と

「
陛
入
」
は
「
公
共
的
規
範
の
充
足
・
非
充
足
」
に
没
頭
す
る
こ
と
に
お
い
て
「
各
々
の
現
存
在
か
ら
責
任
を
免
除
す
る
(
由
ミ
吉
良
市
円
)
」

い
直
さ
れ
る
。



(
ω
N
一
一
戸
川
山
、
吋
)

の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
第
幻
節
に
お
い
て
、
「
公
共
的
規
範
」
に
埋
没
し
「
責
任
」
を
逃
れ
て
い
る
「
存
在
免
責
言
。

E
S
E
-
2
2ロ
m)
」
と
、

ま
た
、
世
人
た
ち
が
現
存
在
か
ら
「
責
任
を
免
除
す
る

(
S罫
混
同
問
円
)
」
と
一
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
出
口

Z
2
2ロ
色
、

F
E
M
g窓口」

に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
、
第
問
団
節
に
お
い
て
、
根
拠
を
現
存
在
に
「
重
荷

(FS計
)
」
と
し
て
あ
ら
わ
に
す
る
と
言
わ
れ
た
際
の
、
「

F
g
t

に
呼
応
す
る
。
す
な
わ
ち
、
現
存
在
は
「
根
拠
の
重
み
の
内
に
根
ざ
し
て
い
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
「
重
み
」
が
「
重
荷

(FS什)」

で
あ
る
ゆ
え
に
、
さ
し
あ
た
り
現
存
在
は
公
共
的
な
規
範
の
内
に
埋
没
す
る
こ
と
で
〈
重
荷
を
降
ろ
す
(
出
巳

S
F
2
2ロ
ぬ
)
〉
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
世
人
た
ち
は
「
責
任
を
3

免
除

(
0
2
E
F田
窓
口
)
」
し
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
お
の
れ
固
有
の

(。仲間

go)
被

投
的
な
(
向
。
4
3円
内

80)
根
拠
で
あ
る
こ
と
こ
そ
、
気
づ
か
い
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
へ
と
関
わ
り
ゆ
く
こ
と
が
問
題
で
あ
る
よ
う
な
存
在

可
能
な
の
で
あ
る

(
E
E
m
p宮
E
g
o
p
門

U
E
B
g
宏
司
∞

2
m
o
m
o
E
)
」
(
∞
N

一
出
品
)
0

こ
の
よ
う
な
「
お
の
れ
国
有
の
被
投
的

な
」
、
「
存
在
可
能
」
が
、
現
存
在
に
と
っ
て
「
重
荷

(
F
虫
色
」
で
あ
る
ゆ
え
に
、

日
常
的
に
現
存
在
は
「
公
共
的
な
規
範
」
に
埋
も
れ

ζ
J
 

4
・

つ
つ
〈
重
荷
を
t

降
ろ
す
(
出

E
E
F
S
Z口
問
)
〉
、
す
な
わ
ち
「
責
任
を
免
除

(g己
S
Z
D
)
」
し
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
重
荷
」
を
重
荷
と
し
て
担
い
、
「
或
る
無
な
る
こ
と
の
根
拠
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
実
存
論
的
な
性
格
を
お
の
れ

に
開
き
示
す
こ
と
は
い
か
に
し
て
可
能
な
の
か
。
上
記
の
用
語
上
の
対
応
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
被
投
さ
れ
た
一
歴
史
の
内
で
公
共

的
志
向

g岳
岳
)
な
先
行
理
解
に
埋
没
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
が
真
に
尊
敬
す
る
規
範
を
自
分
で
選
択
し
、
自
分
で
そ
の
規
範
に
詑
う

こ
と
を
お
い
て
他
に
な
い
。
こ
の
〈
尊
敬
〉
と
は
な
に
か
。
ハ
イ
デ
ツ
ガ
1
は
、
「
カ
ン
ト
の
尊
敬
の
現
象
の
解
釈
は
、
我
々
が
カ
ン
ト

か
ら
得
る
道
徳
性
の
現
象
の
現
象
学
的
分
析
に
お
い
て
最
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
」

(
C
K
F
R
一
EG)
、
と
述
べ
る
。
そ
し
て
「
道

穂
法
期
へ
の
尊
敬
の
感
情
」
は
、
「
気
分

(mt555Mm)
」
に
重
ね
ら
れ
る
。
さ
き
に
「
こ
の
み
を
気
分

(ω
丘

g
g己ロ
m)
は
現
存
在

に
重
荷

(
F
S仲
)
と
し
て
あ
ら
わ
に
す
る
」
(
∞

N
h∞
品
)
と
言
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
尊
敬
と
い
う
「
気
分
」
に
お
い
て
「
重
荷
」

と
し
て
開
示
さ
れ
る
規
範
を
自
ら
選
択
し
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
徳
的
規
範
を
自
分
で
立
て
る
こ
と
に



よ
っ
て
行
為
の
主
体
た
り
え
、
そ
の
規
範
に
自
ら
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
帰
賓
の
、
玉
体
た
り
え
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
「
主
体
」
と
は
、
「
何

(者
mg)
」
と
し
て
普
遍
的
本
質
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
「
誰
(
当
号
)
」
と
し
て
関
わ
れ
る
。
「
自
由
な
自
己

と
し
て
の
私
自
身
に
自
ら
を
蹴
従
さ
せ
る
」

(
C
k
r忠
一

ZN)
行
為
「
主
体
」

で
あ
る
。
「
本
来
性
(
出
荷

B
E岳
町
忠
什
)
」
と
は
「
自
己

を
我
が
も
の
と
す
る
こ
と

(田仲ロ
F

N
口氏問。ロ)」

(mN
一品一
ω
)

で
あ
る
。
第
四
川
節
を
締
め
く
く
る
以
下
の
一
文
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
に
お

い
て
は
じ
め
て
十
全
な
理
解
へ
も
た
ら
さ
れ
る
。

同札口、
N

「
呼
び
声
を
理
解
し
つ
つ
現
存
在
は
、
彼
の
選
び
と
っ
た
存
在
可
能
か
ら
最
も
自
己
的
な
自
己
を
、
自
己
の
内
へ
行
為
せ
し
め
る
(
宮

(405E君
。
ユ
ロ
口
炉
)
存
在
し
得
る
」

(
ω
N

~
H
Q誌
に
町
内
ロ

N
P
E
)
0

そ
の
よ
う
に
し
て
の
み
現
存
在
は
責
任
あ
る
も
の
と
し
て

N

∞∞) 

ゲ
i
ト
マ
ン
も
指
摘
す
る
よ
う
に
「
存
在
と
時
間
』
は
す
ぐ
れ
て
「
行
為
論
」
な
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
「
理
論
的
能
力
に
対
す
る
実

践
的
能
力
が
と
る
一
つ
の
特
殊
的
態
度
で
あ
る
か
の
よ
う
な
[
略
〕
誤
解
が
生
じ
や
す
い
」

(
ω
?
8
0
)
た
め
に
、
「
行
為

(
E
S仏
OF)

と
い
う
術
語
を
意
図
的
に
避
け
て
い
る
」
(
⑦
ゲ
門
戸
)
に
す
ぎ
な
い
。
さ
て
、
こ
の
∞
ロ
ゲ
己
仏
が
、
「
負
い
目
」
と
「
責
任
」
と
の
雨
義
性
に

お
い
て
解
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
な
ら
、
本
意
の
冒
頭
で
引
用
し
た
一
文
は
ど
の
よ
う
な
変
更
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
う
一
度
引
用
し
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全
文
を
訳
し
て
み
よ
う
。

「ロ∞吋

C
g丘町田。ロ田吋区内
HHE
品。ロの}戸川口
-mwZ吋仏
2
k
f
N
1
N
h
H
V

品
。
由
口
問
団
包
ロ
田
知
区
一
町
田
2HMRmHOロ叩けの田

mmw-σ
田仲田包ロ
W
C
口
出
。
ロ
ロ
ロ
門
凶

門
凶
器
百
円
同
⑦
吋
巧
忠
由
。
門
目
。
由
み
足
、
ミ
町

N
c
g
a
m
s田
宮
ロ
∞
ロ
ゲ
ロ

Em吋田広口・」
(mN
一M
G
φ
)



「
良
心
の
呼
び
声
は
、
現
存
在
を
そ
の
最
も
固
有
な
自
己
存
在
可
能
へ
向
け
て
呼
び
か
け
、

任
あ
る
)
存
在
へ
呼
び
起
こ
す
と
い
う
仕
方
で
呼
び
か
け
る
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
」

し
か
も
最
も
盟
有
な
負
い
目
あ
る

責

(∞N
一N
G
m
w
)

実
存
論
的
な
範
障
で
あ
る
∞
岳
巳
仏
は
こ
の
よ
う
な
再
義
性
を
持
つ
。
「
存
在
一
般
の
意
味
へ
の
間
い
」
を
遂
行
す
る
こ
と
の
内
に
、

実
存
と
事
物
的
存
在
性
と
の
区
別
を
遂
行
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
事
物
的
存
在
性
で
あ
る
範
臨
時
と
区
別
さ
れ
る
実
存
の
実
存
論
的

範
障
を
開
示
す
る
こ
と
の
内
に
、
帰
責
の
主
体
と
し
て
実
存
す
る
こ
と
が
同
時
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
す
で
に
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
カ
ン
ト
倫
理
学
の
実
存
論
的
な
再
解
釈
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
定
言
命
法

が
実
存
論
的
範
轄
に
根
拠
を
持
つ
も
の
と
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
は

「
決
意
牲
と
は
、
決
意

す
る
こ
と
の
内
で
、
そ
の
つ
ど
は
じ
め
て
規
定
を
受
け
る
と
い
う
実
存
的
無
規
定
性
を
持
つ
。
し
か
し
こ
の
実
存
的
無
規
定
性
は
や
は
り

実
存
論
的
規
定
性
を
持
つ
」

(
ω
N
-
S∞
)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
実
存
的
無
規
定
性
」
と
は
「
1
を
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て

勺
/
A品
寸

で
あ
り
、
「
実
存
論
的
規
定
性
」
と
は
「
ー
の
よ
う
に
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
「
規
定
」
的
で
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
行
為
の
'
実
質
的
な
価
値
・
内
容
と
し
て
は
「
無
規
定
」
な
ま
ま
、
行
為
の
形
式
の
み
を
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

は
「
無
規
定
」

の
形
式
と
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
〈
自
分
で
規
範
を
立
て
自
分
で
そ
れ
に
従
う
〉
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
ハ
イ
デ
ツ
ガ

l

い
か
な
る
行
為
が
悪
で
あ
る
か
、
そ
の
尺
度
に
つ
い
て
は
ハ
イ
デ
ツ
ガ
!
は
何
も
語
っ

て
い
な
い
と
い
う
批
判
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
は
、
行
為
の
実
質
的
な
価
値
・
内
容
の
尺
度
を
思
惟
に
対

し
先
置
す
る
よ
う
な
倫
理
学
と
の
根
本
的
な
対
決
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
本
来
的
実
存
が
こ
の
よ
う
な
観
点
に
お
い
て
考
え

の
哲
学
に
対
し
、
「
い
か
な
る
行
為
が
善
で
あ
り
、

ら
れ
る
と
き
、
他
者
は
ど
の
よ
う
な
相
貌
を
み
せ
る
、
だ
ろ
う
か
。



第
ニ
章

実
存
の
「
根
源
的
檀
互
関
係
」

l

l
他
者
と
の
応
答
l

l

周
知
の
よ
う
に
、
現
存
在
の
存
在
は
「
気
遣
い

(m2mo)
」
と
い
う
構
造
を
持
つ
。
こ
の
「
気
遣
い
」
と
は
、
「
お
の
れ
の
存
在
に
お

(
⑦
由
吉
田
包

g
g
m
o宮
EH阿
佐

2
2
S
F己
m
円
。
宮
)
」
(
∞
N
L
P
E
H
)
よ
う

な
存
在
者
の
存
在
で
あ
る
。

G
-
。
ブ
ラ
ウ
ス
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
「
お
の
れ
の
存
在
に
お
い
て
こ
の
存
在
自
身
へ
と
か
か
わ
る
こ

と
が
問
題
で
あ
る
」
と
は
、
「
ハ
イ
デ
ツ
ガ

i
が
カ
ン
ト
の
目
的
自
体
と
し
て
の
人
時
の
概
念
に
改
め
て
光
を
当
て
た
も
の
」
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
『
存
在
と
時
間
』
執
筆
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た

1
9
2
5
/
2
6
年
冬
学
期
講
義
『
論
理
学
』
に
お
い
て
ハ
イ
デ
ツ
ガ

l
は
以

い
て
こ
の
存
在
自
身
へ
と
か
か
わ
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

(∞
c
品
。
)
と
い
う
名
で
特
償
づ
け
ら
れ
た
現
象
は
現
存
在
の
卓
越
し
た
構
造
で
あ
る
。
[
略
]
「
人
間
は
呂
的
自
体
と
し

て
存
在
す
る
」
と
一
一
浅
う
と
き
、
こ
の
事
態
を
カ
ン
ト
は
明
ら
か
に
自
に
入
れ
て
い
る
。
[
略
]
こ
の
事
態
は

「
」
戸
割
安
怠
い

48-

[
略
]
、
定
言
命
法
が
存

在
し
う
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
基
盤
で
あ
り
、
か
つ
本
来
的
に
形
而
上
学
的
な
、
す
な
わ
ち
存
在
論
的
な
条
件
で
あ
る
o

」
(
の
〉
凶
行

N
N
C円
)

こ
の
よ
う
に
「
気
遣
い
」
と
は
、
「
定
一
マ
一
口
命
法
が
存
在
し
う
る
こ
と
」
の
「
存
在
論
的
な
条
件
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
い
か
に

し
て
か
。
「
気
遣
い
」
は
実
存
の
遂
行
に
お
い
て
「
適
所
全
体
性
記
。
者
自
己
宮
佐
官

DNZ件
)
」
を
開
示
す
る
。
そ
し
て
「
世
界
性
を
構

成
す
る
も
の
と
し
て
の
有
意
義
性
の
指
示
全
体
が
、

一
つ
の
自
的
で
あ
る
も
の

(
g
p
者。

2
5当
日

g)
に
お
い
て
悶
着
さ
せ
ら
れ
て
い

る」

(
ω
N

一Z
N
)
0

こ
の
「
白
的
で
あ
る
も
の

(
島
山
田

者。

2
5
3
H
M
g
)」
と
は
「
適
所
全
体
性
」
を
お
の
れ
の
存
在
に
お
い
て
締
め
く

く
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
〈
究
梅
目
的
〉
と
、
ま
た
、
個
々
の
「
適
所
性
」
と
「
の
た
め
に
(
司
自
己
こ
と
に
先
行
的
に
方
向
性
を



与
え
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
「
主
旨
」
と
も
訳
さ
れ
う
る
。
。
ブ
ラ
ウ
ス
が
指
摘
す
る
「
気
遣
い
」
と
「
目
的
自
体
」
と
の
関
連
と
は
、

ま
さ
に
こ
の
「
目
的
で
あ
る
も
の
」
に
関
わ
る
。
こ
の
つ
目
的
で
あ
る
も
の
」
は
、
も
は
や
他
の
い
か
な
る
目
的
の
た
め
の
手
段
に
な
ら

な
い
と
い
う
意
味
で
カ
ン
ト
に
お
け
る
「
目
的
自
体
」
に
存
在
論
的
な
基
礎
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
お
け
る
「
{
歪
一
一
口
命
法
第

二
方
式
」
、

い
わ
ゆ
る
「
目
的
自
体
の
方
式
」
と
、
『
存
在
と
時
間
」
第
お
節
に
お
け
る
「
共
現
存
在
」
の
定
式
と
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

カ
ン
ト
一
「
汝
の
人
格
の
内
に
も
、
他
の
す
べ
て
の
人
の
人
格
の
内
に
も
同
様
に
あ
る
人
間
性
を
、
決
し
て
単
な
る
手
段
と
し
て
扱

う
の
で
は
な
く
、
常
に
同
時
に
目
的
と
し
て
扱
う
よ
う
に
行
為
せ
よ
」

ハ
イ
デ
ツ
ガ

I
Lこ
の
存
在
者
は
、
事
物
的
に
存
在
す
る
の
で
も
道
具
的
に
存
在
す
る
の
で
も
な
く
、

の
遂
行
者
と
同
様
に
存
在
す
る
。
こ
の
存
在
者
も
ま
た
現
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

共・竿

員:長
存・ち
在・ z
L・2-
て o crす
い・か
る-g

~49 

∞N
一一円]{∞)

ハ
イ
デ
ツ
ガ

l
の
定
式
に
お
け
る
「
解
き
放
ち
の
遂
行
者
自
身
と
同
様
に

5
0・
呈
O
)

存
在
す
る
」
に
お
け
る
強
調
さ
れ
た
「
開
様
に

(
印

P
5
0
)
」
と
は
、
定
言
命
法
に
お
け
る
「
す
べ
て
の
人
の
人
格
の
内
に
も
同
様
に
(
由
。
当

CE---白
山
田
)
あ
る
人
間
性
」
(
下
線
は
多
田

に
よ
る
)

の
「
同
様
に

5
0
4
S
E
-
-
-
m
Z
)
」
を
意
識
し
て
い
る
。
他
者
も
ま
た
私
と
同
様
に
(
由
p
d
i
o
)
「
お
の
れ
の
存
在
に
お
い
て
こ

の
存
在
自
身
へ
と
関
わ
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
」
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
と
は
、
す
な
わ
ち
、
汝
の
人
格
を
同
様
に
(
由
。
当

og---弘
田
)
「
日

的
自
体
」
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
の
必
要
条
件
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト
倫
理
学
に
お
け
る
「
人
格
(
司
2
8ロ
)
と
物
件

(mmE

ロ
V
O
)

と
の
区
別
面
白
Z
E
U口問)」
(
C
K
F

忠一

54)
と
は
、
交
換
不
可
能
な
「
共
現
存
在
(
嵩
広
島

g
aロ
)
」
と
交
換
可
能
な
事
物
的
・

道
具
的
な
も
の
と
の
区
別
に
根
拠
を
持
つ
も
の
と
し
て
捉
え
か
え
さ
れ
る
。
「
定
一
言
命
法
が
存
在
し
う
る
こ
と
」
の
「
存
在
論
的
な
条
件
」



で
あ
る
と
は
、
さ
し
あ
た
り
こ
の
よ
う
な
事
態
を
指
示
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
「
解
き
放
ち
の
遂
行
者
自
身
で
あ
る
」

他
者
を
尊
重
せ
よ
と
い
う
観
点
は
出
て
こ
な
い
。
こ
の
意
味
で
「
必
要
条
件
」
な
の
で
あ
る
。

の
日
常
性
の
分
析
に
お
い
て
は
、
複
数
形
で
語
ら
れ
た
「
他
者
」
は
、
「
交
換
可
能
性
(
〈
耳
目

可
。
け
ず
白
井
包
け
)
」

(
m
w
N

一
NS)
と
い
う
性
棒
付
け
が
さ
れ
て
い
た
。
「
交
換
可
能
」
と
は
、
「
役
立
ち
う
る

(
4
2
F
mぴ
号
に
も
の
で
あ
る

い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、
「
存
在
と
時
間
』

道
具
や
事
物
が
持
つ
本
質
的
な
性
格
で
あ
る
。
実
存
の
非
本
来
性
と
は
、
「
実
存
」
と
「
事
物
」
と
の
差
異
の
忘
却
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

実
存
を
、
普
遍
的
本
質
を
持
つ
「
何
」
と
し
て
、
そ
れ
は
同
時
に
「
事
物
的
存
在
者
」
と
し
て
理
解
し
て
き
た
歴
史
を
意
味
す
る
。
こ
の

よ
う
な
他
者
は
、
日
常
性
に
お
い
て
道
具
を
介
し
、
間
接
的
に
出
会
わ
れ
る
限
り
の
他
者
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
我
々
の
日
常
性
を
ハ
イ
デ
ツ

ガ
ー
は
「
共
同
現
存
在
へ
の

[
略
〕
第
一
次
的
存
在
関
係
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
」

(
m
N
L
4
0
)
と

こ
の
「
第
一
次
的
存
在

関
係
」
と
は
「
根
源
的
な
相
互
関
係
」

に
つ
い
て
ハ
イ
デ
ツ
ガ

i
は
明
示
的
に
は
な
に
も
述
べ
て
い
な
い
。
『
存
在
と
時
間
」
は
未
完
の
書
で
あ
る
。
し
か
も
公
刊
直
後
か
ら
ハ

(
ω
N
L記
)
と
も
一
一
一
日
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
第
一
次
的
存
在
関
係
」
、
「
根
源
的
相
互
関
係
」

ハU
ζ

J

 

イ
デ
ツ
ガ
!
は
、
「
存
在
と
時
間
』
が
そ
も
そ
も
解
体
し
よ
う
と
し
た
主
観
性
の
残
停
を
こ
の
書
物
の
内
に
再
び
見
出
し
、
そ
れ
以
後
、

本
来
的
実
存
の
他
者
と
の
関
係
を
何
も
語
ろ
う
と
し
な
い
。
私
は
、
こ
の
他
者
と
の
「
根
源
的
相
互
関
係
」
を
第
一
章
と
の
関
連
で
以
下

の
よ
う
に
考
え
る
。

実
存
論
的
分
析
論
の
遂
行
は
、
他
者
も
ま
た
目
的
設
定
の
主
体
と
し
て
実
存
し
て
い
る
こ
と
の
原
理
的
自
覚
を
促
す
。
第
二
章
で
見
た

よ
う
に
本
来
的
実
存
は
、
責
任
あ
る
主
体
と
し
て
自
ら
規
範
を
立
て
る
。
そ
の
規
範
の
実
質
的
内
容
は
、
他
者
と
の
行
為
の
応
答
に
お
い

て
そ
の
つ
ど
自
ら
選
択
す
る
も
の
で
あ
る
。
私
と
同
様
に
目
的
設
定
の
主
体
で
あ
る
他
者
は
、
私
の
行
為
に
対
し
て
私
が
予
想
し
な
か
っ

た
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
他
者
は
、
私
に
と
っ
て
決
し
て
肯
定
で
き
な
い
憎
む
べ
き
他
者
か
も
し
れ
な
い
。

反
対
に
、
私
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
思
い
通
り
に
な
る
「
世
人
」
で
あ
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
他
者
と
は
先
行
的
な
理
解

(〈
2
2
0
y
g
)
に
は
回
収
さ
れ
き
ら
な
い
も
の
と
し
て
実
存
の
有
限
性
の
自
覚
を
促
す
こ
と
す
ら
あ
る
。
本
来
的
実
存
の
他
者
と
の
「
根



源
的
相
互
関
係
」
と
は
、
責
任
あ
る
も
の
と
し
て
こ
の
よ
う
な
他
者
と
互
い
に
応
答
し
あ
い
な
が
ら
道
徳
的
規
範
の
実
費
的
内
容
を
作
り

上
げ
て
い
く
よ
う
な
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
発
表
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
私
は
以
下
の
よ
う
な
事
態
を
指
摘
し
て
お
い
た
。
そ
れ
は
、
本
来
的
自
己
は
他
者
と
「
没
交
渉
」

に
の
み
可
能
で
あ
り
、

か
つ
本
来
的
自
己
は
本
来
的
共
存
在
へ
自
呂
を
「
突
き
動
か
す
」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
記
述
が
解
釈
上
の
混
乱
を
生
ん
で
き
た
こ
と
を
述
べ
た
。

こ
の
相
反
す
る
事
態
は
い
ま
や
以
下
の
よ
う
に
両
立
す
る
。
す
な

わ
ち
、
可
能
と
一
言
わ
れ
る
際
の
「
没
交
渉
」
と
は
、
自
分
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
よ
う
な
世
人
と
の
没
交
渉
を
意
味

す
る
。
世
人
を
根
底
か
ら
規
定
す
る
頚
落
的
「
被
解
釈
性
」
に
埋
没
せ
ず
、
自
分
で
規
範
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
他
者
と
「
没
交

渉
」
と
言
え
る
。

他
者
と

「
没
交
渉
に
」

51 

そ
し
て
そ
の
よ
う
に
突
き
動
か
さ
れ
る
他
者
と
の
本
来
的
相
互
共
存
在
と
は
、
責
任
あ
る
も
の
と
し
て
応
答
し
あ
う
実

こ
の
言
葉
遣
い
を
典
拠
と
し
て
、

ハ
イ
デ
ツ
ガ
1
は
自
ら
の
立
場
を
、
括
弧
つ
き
で
「
実
存
論
的
「
独
我
論
』
」
と
述
べ
る
。

ハ
イ
デ
ツ
ガ

i
の
哲
学
を
「
独
我
論
」
と
す
る
ト
イ
ニ
ツ
セ
ン
の
解
釈
は
、
は
じ
め
か
ら
維
持
さ
れ
得

存
の
「
根
源
的
相
互
関
係
」
で
あ
る
だ
ろ
う
。

ハ
イ
デ
ツ
ガ

i
が
括
弧
つ
き
で
述
べ
る
「
実
存
論
的
『
独
我
論
』
」
、
あ
る
い
は
本
来
的
実
存
の
「
単
独
化
(
ぐ

oga

S
N
O
E
p
m
)
」
と
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
関
係
を
許
容
す
る
積
極
的
な
論
理
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

『
存
在
と
時
間
」
は
倫
理
で
は
な
く
あ
く
ま
で
存
在
論
で
あ
る
、
と
い
う
声
は
多
く
関
か
れ
る
。
し
か
し
こ
の
あ
く
ま
で
存
在
論
で
あ

る
と
い
う
、
王
張
が
我
々
に
い
か
な
る
テ
ク
ス
ト
の
読
み
方
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
自
明
で
は
な
い
。
現
代
哲
学
は
、
語
用
論
や
一
一
百

な
い
の
で
は
な
い
か
。

語
行
為
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
世
界
記
述
の
論
理
や
一
言
語
そ
の
も
の
に
も
行
為
的
性
格
を
見
出
す
。
あ
く
ま
で
存
在
論
で
あ
る
と
い
う
言

明
を
も
っ
て
間
い
を
不
問
に
付
す
態
度
は
、
誠
実
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
本
来
的
実
存
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
「
存
在
と



時
間
』
が
解
体
し
よ
う
と
し
た
主
観
性
の
論
理
が
あ
ま
り
に
色
濃
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
以
後
ハ
イ
デ
ツ
ガ
!
自
身
が
「
企
投
」
、
「
意

味
」
に
潜
む
主
観
的
契
機
を
徹
底
し
て
再
解
体
す
る
方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
事
態
の
重
さ
を
示
し
て
い
る
。
主
観
性
の
最
悪
の
強

化
と
さ
え
評
さ
れ
る
。
し
か
し
、
私
は
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
こ
の
〈
主
体
主
義
〉
を
積
極
的
に
評
価
し
た
い
。
和
辻
哲
郎
は
「
倫

ハ
イ
デ
ツ
ガ
!
の
哲
学
に
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
倫
理
学
」
が
見
出
さ
れ

理
学
」
を
「
人
と
人
と
の
開
の
こ
と
わ
り
の
学
」
と
一
言
う
。

う
る
の
は
「
存
在
と
時
間
」
公
刊
ま
で
の
短
い
期
間
の
み
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。

0
・
ベ
ゲ
ラ
l
は
前
期
ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
の
哲
学
を
「
方
法
的
無
神
論
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
れ
は
サ
ル
ト
ル
が
一
一
百
う
よ
う
な
「
無
神
論

ハ
イ
デ
ツ
ガ

i
は
宗
教
的
ド
グ
マ
を
現
象
学
的
に
解
体
し
、
「
事
実
的
な
生
」

的
実
存
主
義
」
で
も
、
唯
物
論
的
な
無
神
論
で
も
な
い
。

と
い
う
出
発
点
か
ら
新
た
に
神
を
思
惟
す
る
可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
現
象
学
的
解
体
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
神

学
の
た
め
の
新
た
な
道
が
開
か
れ
る
」

(
O
K
F
S
一
宮
)
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
論
理
に
関
し
て
も
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
は
事
長
除
十
恥

L
ぃ
ト
b
拾
舟
ト
か
折
た
心
倫
号
令
ト
相
官
昨
昨
日
い
恥
惜
わ
か
号
佐
怯
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
針
。
『
存

在
と
時
間
」
の
時
期
に
は
、
倫
理
に
対
す
る
ハ
イ
デ
ツ
ガ
!
の
周
到
な
禁
欲
的
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
態
度
は
、
ベ
ゲ
ラ
i
に
散
っ
て

一
一
一
一
口
う
な
ら
、
実
存
論
的
分
析
論
を
経
ず
し
て
は
「
善
」
や
「
規
範
」
に
つ
い
て
語
る
べ
か
ら
ず
、
と
い
う
ハ
イ
デ
ツ
ガ
!
の
強
い
決
意
の

表
れ
と
言
え
よ
う
。
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
倫
理
や
行
為
を
め
ぐ
る
ハ
イ
デ
ツ
ガ
!
の
洞
察
は
ま
だ
ま
だ
汲
み
尽
さ
れ
て
は
い
な
い

2
 

ζ
J
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
、
っ
か
。

略
記
法ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
の
著
作
・
講
義
か
ら
の
引
用
は
以
下
の
略
号
に
て
表
記
し
た
。
『
存
夜
と
時
間
』
か
ら
の
引
用
は
絡
ロ
ヴ
に
続
け
て
刑
判
ノ
数
の
み
を
、
全
集
か
ら

の
引
用
は
巻
数
と
項
数
と
を
順
に
表
記
し
た
。

∞N
一
宮
・
出
色
乱
。
問
問
。
『
w

h山

2
3
R誌
に

N
R
F
H
4
k
p
H何
時

Y
呂
田
H
Z芯
g
o
u
B〆
呂
田
印



chr

ミ
ロ
ミ
S
同
市
広
ぬ
hH附
潟
、

C
E
G
S
H
a
g
h
a
F
F
J
1仲
立
。
江
。
同
日
。
田
仲
買
巴
白
H
H
P
5
4日
E

-
引
用
文
中
に
お
け
る
イ
タ
リ
ッ
ク
は
付
点
に
て
表
記
し
た
0

・
引
用
文
中
に
お
け
る
筆
者
に
よ
る
補
足
は
[

〕
に
て
表
記
し
た
。

引
用
文
中
に
お
け
る
原
諮
の
挿
入
は

)
に
て
表
記
し
た
。

本
文
中
に
お
け
る
筆
者
に
よ
る
単
語
の
強
調
は
〈

〉
に
て
、
文
の
強
調
は
付
点
に
て
表
記
し
た
。

注

(
1
)
吋
存
在
と
時
間
』
執
筆
と
同
時
に
な
さ
れ
た

1
9
2
6
年
夏
学
期
講
義
「
古
代
哲
学
の
根
本
諮
概
念
』
に
お
い
て
、
プ
ラ
ト
ン
・
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に

よ
っ
て
術
語
化
さ
れ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
じ
め
根
本
諸
概
念
は
、
「
す
べ
て
の
後
の
哲
学
を
規
定
し
、
決
定
的
に
規
定
し
た
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
の
学
一
般
を

可
能
に
し
、
今
日
で
も
な
お
支
え
て
い
る
学
的
根
本
諸
概
念
」
(
の
K
F
N
N
H
)

で
あ
る
昨
日
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諮
概
念
に
よ
っ
て
「
決
定
的
に
規

定
」
さ
れ
た
あ
り
方
は
、
「
存
在
と
時
間
』
の

B
常
性
の
分
析
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
「
ギ
リ
シ
ャ
の
問
題
設
定
に
対
す
る
よ
り
根
源
的
な

問
題
設
定
」
(
の
話
回
一
毘
)
は
、
「
本
来
性
」
に
関
わ
る
議
論
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
重
の
意
味
に
お
い
て
「
存
在
と
時
間
』

は
、
哲
学
的
根
本
諮
概
念
の
起
源
を
諾
っ
て
い
る
。

53一

(

2

)

}

U

『田口
P
C
J
L内
口
。
さ
N
p
h
Rロ円四
b
o
s
h判
S
同
町
覧
会
内
需
ぽ
R
N凶

s
p
h
c
E出

3
3悶
J
5
4
4
u
(什
円
)
。
-
∞
な
Z
R
h
r
n『・∞司『
H
A
S
H
g♂
Z
0
4司
J
円

2
r
L∞
guMMH】
H'M-

(3)
ハ
イ
デ
ツ
ガ

i
が
「
存
在
一
般
」
と
い
う
と
き
、
カ
ン
ト
の
「
対
象
一
般
」
な
い
し
「
物
一
般
」
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
、

カ
ン
ト
の
そ
の
言
葉
遣
い
は
、
ヴ
オ
ル
フ
ら
に
よ
っ
て
「
一
般
形
荷
上
学
」
の
事
象
で
あ
る
「
存
在
者
と
し
て
の
存
在
者

(OE
三

g由
)
」
の
訳
語
と
し
て

用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ツ
ガ
ー
は
、
『
存
在
と
時
間
」
序
論
第
7
節
に
お
い
て
、
「
存
在
は
端
的
に
超
範
勝
(
安
田
常
吉
田
円
。
出
向
山

g由
)
で
あ
る
」

(
m
N
H
印
∞
)
と
い
う
ス
コ
ト
ゥ
ス
的
な
命
題
に
触
れ
て
い
る
。
こ
の
言
明
の
射
程
は
、
思
想
的
に
は
、
ス
コ
ラ
を
越
え
て
存
在
を
超
範
眠
時
の
根
源
と
見
な
す
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
形
而
上
学
つ
ま
り
第
一
哲
学
ま
で
遡
る
。
ハ
イ
デ
ツ
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
西
洋
哲
学
は
、
ギ
リ
シ
ャ
以
来
、
非
現
存
夜
的
存
在
者
の
存
在

で
あ
る
「
範
熔
」
に
よ
っ
て
「
実
存
」
を
規
定
し
て
き
た
。
よ
っ
て
、
実
存
の
存
在
論
的
な
「
実
存
論
的
範
鴎
(
国
岡
山
田
窓
口
自
由
}
お
ロ
)
」
を
「
範
痔
」
と
区
別



し
、
両
者
の
根
本
統
一
を
新
た
に
向
う
こ
と
が
「
存
在
一
般
」
の
意
味
の
究
明
の
諜
懇
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
課
題
が
遂
行
・
達
成
さ
れ
る
ま

で
は
、
「
倫
理
学
」
と
銘
打
っ
た
学
問
に
つ
い
て
の
言
及
は
で
き
な
い
ゆ
え
に
、
基
礎
存
在
論
の
時
期
、
ハ
イ
デ
ツ
ガ
!
は
既
成
の
倫
理
学
と
実
存
論
的
分

析
論
と
の
関
係
を
常
に
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
中
の
、
第
一
哲
学
と
い
う
意
味
で
の
「
存
在
論
」
と
「
倫
理
学
」
と
の
関
係
の
向
い
直
し
、
と

は
敷
桁
す
る
な
ら
こ
の
よ
う
な
背
景
の
内
に
あ
る
。
な
お
、
ハ
イ
デ
ツ
ガ
!
の
い
わ
ゆ
る
後
期
に
お
け
る
「
根
源
的
倫
理
学
」
と
は
、
こ
の
問
題
意
識
の
発

展
的
展
開
と
見
な
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
ギ
リ
シ
ャ
以
来
の
諸
学
の
区
分
以
前
、
そ
の
根
拠
を
扱
う
学
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
一
言
わ
れ
る
。
「
エ
ー
ト
ス

と
い
う
語
の
根
本
的
意
味
に
従
っ
て
、
倫
理
学
と
い
う
名
称
が
、
倫
理
学
は
人
間
の
居
所
を
熟
思
す
る
と
い
う
こ
と
を
言
う
べ
き
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
場
合

は
、
存
在
の
真
性
を
、
税
存
す
る
者
と
し
て
の
人
間
の
原
初
的
在
り
処
と
し
て
思
索
す
る
思
索
は
、
そ
れ
自
身
に
お
い
て
根
源
的
倫
理
学
で
あ
る
」
(
の
〉
?

ω
町∞内
)
O

こ
こ
で
は
「
存
在
史
」
的
な
観
点
へ
移
行
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
本
論
文
で
あ
っ
か
う
よ
う
な
、
公
共
的
規
範
に
思
没
せ
ず
自
分
で
規
範
を
立
て
る
、
と

い
う
よ
う
な
「
本
来
的
」
の
理
解
は
大
幅
に
退
い
て
い
る
。
後
期
に
お
け
る
「
根
源
的
倫
理
学
」
へ
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
改
め
て
論
じ
た
い
。

(
4
)
突
然
「
規
範
」
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
詳
し
く
は
第
一
章
で
検
討
す
る
。
先
に
見
通
し
を
つ
け
る
な
ら
、
こ
の
「
規
範
を
自
分
で
立
て
る
」
と
は
、
以

下
の
よ
う
な
文
脈
に
関
連
す
る
。
ハ
イ
デ
ツ
ガ
l
は
第
四
叫
節
に
お
い
て
、
「
公
共
的
規
範
の
充
足
・
非
充
足
」
(
∞
N

一
回
∞
∞
)
し
か
し
ら
な
い
「
世
人
」
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
。
現
存
在
は
歴
史
性
を
担
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
つ
ま
り
理
解
は
被
投
的
で
し
か
な
い
。
よ
っ
て
、
自
分
で
規
範
を
立
て
よ
う
と
も
、
そ

の
規
範
は
公
共
的
な
規
範
か
ら
選
ば
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
「
本
来
性
」
と
は
、
「
尊
敬
」
と
い
う
「
気
分
」
に
お
い
て
開
示
さ
れ
る
「
規
範
」
を
、
自

分
で
立
て
、
自
分
で
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共
的
規
範
に
埋
没
せ
ず
、
「
己
を
我
が
物
と
す
る
こ
と
(
包
口

ygams)」
(
∞
N

お
)
と
い
う
意
味

を
含
む
。
ゆ
え
に
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
l
は
、
あ
く
ま
で
「
世
人
」
の
様
態
と
し
て
「
規
範
」
に
言
及
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
議
論
は
、
「
本
来
性
」
に
も
大
き

く
関
わ
る
の
で
あ
る
。
現
存
在
の
企
投
は
「
被
投
的
企
投
」
で
あ
る
ゆ
え
、
類
落
か
ら
ま
っ
た
く
自
由
な
土
地
な
ど
な
い
の
で
あ
る
。

(5)
こ
こ
に
は
、
「
大
衆
は
最
大
の
ソ
フ
ィ
ス
ト
で
あ
る
」
と
い
う
プ
ラ
ト
ン
哲
学
の
取
り
返
し
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
別
の
機
会
に
改
め
て
取
り
上
げ

た
い
。
「
プ
ラ
ト
ン
全
集
」
第
日
巻
、
岩
波
書
宿
、

1
9
7
6年、

4
3
8
項
参
照
。

(
6
)
1
9
2
4
年
夏
学
期
講
義
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
の
根
本
諸
概
念
」
に
お
い
て
、
出
口
付
回
ny--ロ

S
Z広
が
プ
ロ
ア
イ
レ
シ
ス
(
選
択
)
の
訳
語
で
あ

る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
〈
岡
山
E

のK
F
H
∞一回品川山内

(7)
な
ぜ
「
不
安
(
〉
出
向
州
国
仲
)
」
の
み
が
、
「
気
分
」
の
内
で
「
根
本
的
」
と
さ
れ
る
の
か
し
ば
し
ば
議
論
が
さ
れ
る
。
こ
の
間
問
題
は
い
ま
だ
解
決
し
て
い
な
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「
存
在
と
時
間
」
の
序
論
で
は
、
個
別
的
諸
学
問
が
当
時
、
そ
の
基
礎
領
域
に
お
い
て
危
機
に
瀕
し
て
お
り
、
事
象
領
域
の
再
解
釈
が
急
務
で
あ
っ
た

旨
が
、
実
存
論
的
分
析
論
の
遂
行
の
必
要
と
と
も
に
諮
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
個
別
諸
学
問
の
例
と
し
て
、
第
3
節
に
お
い
て
生
物
学
・
神
学
な
ど
が
触
れ
ら

れ
(
∞
N
-
R
)
、
第
5
節
に
お
い
て
人
間
学
・
倫
理
学
・
政
治
学
歴
史
学
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
(
∞
N

・
5
)。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
諸
学
は
、
基

礎
存
在
論
の
完
遂
に
お
い
て
新
た
に
基
礎
づ
け
な
お
さ
れ
る
べ
き
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
考
え
重
要
視
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
か
っ
そ
の
課
題
の
遂
行
は
、

あ
か
ら
さ
ま
に
で
は
な
い
に
せ
よ
、
実
存
論
的
分
析
論
の
内
に
見
て
取
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
ブ
ル
ト
マ
ン
な
ど
と
の
や
り
と
り
か
ら
、

当
時
の
ハ
イ
デ
ツ
ガ

i
は
、
「
神
学
」
へ
の
関
心
の
み
が
大
き
い
よ
う
に
見
る
向
き
も
あ
る
が
、
既
存
の
哲
学
的
人
間
学
、
生
物
学
、
倫
理
学
、
政
治
学
と

の
対
決
姿
勢
に
一
言
及
す
る
研
究
は
数
多
い
し
、
な
に
よ
り
、
「
存
在
と
時
間
」
第
一
部
第
二
編
第
五
章
は
、
歴
史
学
の
実
存
論
的
基
礎
づ
け
を
現
に
含
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
諸
学
問
の
事
象
領
域
の
百
円
解
釈
と
、

1
9
2
8年
夏
学
期
講
義
に
述
、
べ
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
メ
タ
存
在
論
」
が
等
置
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
、

論
争
は
絶
え
な
い
が
、
こ
の
問
題
を
本
論
文
で
は
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
改
め
て
考
察
し
た
い
。
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